
第 2 回 特定技能評価試験（航空分野：航空機整備） 

試験案内 

令和 4 年 7 月 29 日 

令和 5 年 3 月 16 日 

公益社団法人日本航空技術協会 

新型コロナウイルス感染症への対応について 

みなさまに安心して受験いただけるよう、以下の取り組みを行います。受験されるみなさ

まのご理解とご協力をお願いします。 

 

(1) 当協会による取り組み 

  

● 試験スタッフの健康状態確認 

● マスク（常時） 

● フェイスシールド、手袋の着用（必要時）  

● 机や椅子、筆記具のアルコール消毒（必要時） 

● 受付時の行列の間隔の確保 

● 消毒液の設置 

● 試験中の試験室の換気促進(入り口は開放します)  

 

(2) 受験されるみなさまへのお願い 

【当日確認】 

●受付時の検温、体調確認 

受付時に検温させていただきます。また、体調をお尋ねします。37.5 度以上の発熱がある

場合や咳、咽頭痛などで体調が悪い場合は試験を中止し、お帰りいただく場合がございま

すので、あらかじめご了承ください。 

●マスクの着用 

受付待ちから試験中、試験が終了し試験会場の建物を出るまでは、必ずマスクを着用して

ください。マスクは不織布マスクが望ましく、鼻からあごまでを覆い、顔にフィットさせ

て隙間なく着用してください。 

 ※受付時に、本人確認のため、一時的にマスクを外すよう指示することがあります。 

●手指消毒 

受付時および試験室に入る際は手指消毒をしてください。 

 

●上記以外にも、モンゴル政府および関係機関の感染防止対策に従った行動をお願い致し

ます。 

 

なお、今後の情勢の変化により、試験の中止や日時・試験会場の変更等が生じる場合があ

ります。 

 



1. 試験の概要 

Ａ．試験の目的  

特定技能評価試験（航空分野：航空機整備）は、日本の航空業のうち、航空機整備業務で

就労を希望する国内外の外国人に対して、在留資格付与の要件となる専門技能水準を確認

するために行われます。 

 

Ｂ．受験資格 

受験できる者は、試験実施日当日において年齢 17 歳以上の外国人とします。 

 

Ｃ．試験言語 

筆記試験、実技試験、いずれの試験も「日本語」とします。 

ただし、専門用語等については他の言語で記載することもあります。 

 

Ｄ．試験実施主体 

公益社団法人日本航空技術協会（以下、「日本航空技術協会」と言います。） 

 

Ｅ．実施方法 

(1) 筆記試験及び実技試験によって行います。 

(2) 筆記試験はペーパーテスト形式、真偽法（○×式）とします。 

(3) 実技試験は作業試験形式とします。 

 

Ｆ．試験科目、試験範囲、試験時間、問題数 

(1) 筆記試験 

(a) 試験科目 航空機整備業務のうちの次に掲げる３分野に関し、基礎的な知識を有す

るとともに、業務遂行に際して適切な対応をとるために必要な知識を有すること

を判定します。 

① 航空機の基本技術（締結、電気計測） 

② 作業安全･品質 

③ 航空機概要 

(b) 試験範囲 日本航空技術協会のホームページに掲載するテキストの中から出題し

ます。 

(c) 試験時間 1 時間 

(d) 問題数  30 問 

 

(2) 実技試験 

(a) 試験科目 航空機整備業務のうちの次に掲げる基本技術に関し、実務能力を有す

ることを判定します。 

① 締結 

② 電気計測 

 



(b) 試験範囲 

①  締結・・・ 適切な工具を使用して、ボルト、スクリュー及びナットの結合、

回り止めが正確にできること。 

②  電気計測・・・ 適切な計測器を使用して、電気計測が正確にできること。 

(c) 試験時間 30 分 

(d) 問題数 締結、電気計測ともに 1 つ～3 つの課題を出します。 

 

Ｇ．試験の水準 

実務経験 2 年程度の者が受験した場合の合格率が、7 割程度となる水準とします。            

注意： 受験者数の 7 割という意味ではありません。 

 

Ｈ．合格の基準 

筆記試験及び実技試験それぞれの正答率が 65％以上を合格とします。 

  

2. 試験日等 

Ａ．試験日 

2022 年 9 月 24 日（土曜日） （モンゴル・ウランバートル時間） 

 

Ｂ．試験場 

モンゴルコーセン技術カレッジ 

Enhtaivan Avenue 90 Bayangol District, Ulaanbaatar 16081, Mongolia 

地図(https://www.mk.edu.mn/?page_id=262) 

 

Ｃ．試験時間 

(1) 筆記試験 1 時間 

(2) 実技試験 30 分 

 

Ｄ．定員 

100 名  

注意： 申込が定員に達した時点で受付を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 受験申込手続き 

注意： 「試験の申込」および 「受験料の納付」 の 2 つの手続きが必要です。 

以下の「D.試験の申込」 および 「E.受験料の納付」 にしたがって手続きを行って

ください。 

 

Ａ．受験申込期間 

2022 年 8 月 12 日（金曜日） 10:00 ～ 2022 年 8 月 26 日（金曜日） 24:00 （日本時間） 

 

Ｂ．受験料 

93,000 トゥグルグ（MNT） ⼜は 4,000 円（JPY） ⼜は 29 米ドル（USD） 

 

Ｃ．申込に必要な書類 

(1) 顔写真  

 以下の顔写真を準備してください。 

(a) 本人を直接撮影したもの 

 ※パスポート等の「写真を撮影した写真」は不可 

(b) 3 か月以内に撮影したもの 

(c) デジタル写真 

(d) ファイル形式は .jpg、.jpeg、⼜は .png 形式 

(e) サイズは、パスポートの写真サイズ 

 - 縦：横＝4：3 

 - 縦 640 ピクセル以上、横 480 ピクセル以上 

 - 最大 5MB 

 

注意：この写真が受験票、合格証明書に使用されます。適切な写真を準備してく

ださい。 

  

(2) 「CITIZEN IDENTITY CARD OF MONGOLIA」の写真 

 「CITIZEN IDENTITY CARD OF MONGOLIA」の表面を  

撮影したもの 

 

注意：「CITIZEN IDENTITY CARD OF MONGOLIA」 

 がない人は、パスポート「身分事項のページ」の写真を 

送ってください。 

 

 

 

パスポート「身分事項のページ」（日本のパスポートの場合） 

 

縦：横＝4:3 



Ｄ．試験の受付 

(1) 申込ページにアクセスしてください。 

 

(2) 必要な情報をアルファベット文字で入力してください。 

 

(3)  上 記 C. 項 で 準 備 し た 「 顔 写 真 」 と 「 CITIZEN IDENTITY CARD OF 

MONGOLIA の写真（表面）もしくはパスポート「身分事項のページ」の写真」を

申込ページにアップロードしてください。 

注意： 顔写真と在留カードの写真をアップロードしないと申込は完了しません。 

 

(4) 企業・学校による複数受験者の申込の場合は、一括支払いを選択し企業・学校名を

入力してください。 

 

(5) 申込ページの最後にある「受験のためのルール確認」のところで、「受験のルー 

ル」を確認してください。 

 「受験のルール」に同意いただける場合は「□受験のルールに同意する」のチェッ 

クボックスをクリックしてください。 

注意：企業や学校による複数受験者の申込の場合、受験者の個人情報を当協会に提

供すること、 また、日本国ならびに受験者の国籍国や居住国の機関の求めに応じ

て当協会が受験者の個人情報をこれらに提供することについて必ず受験者本人の同

意を得たうえで、「□受験のルールに 同意する」のチェックボックスをクリック

してください。 

 注意： 受験のルールに同意いただけないと（チェックボックスをクリックしない

と）申込手続が完了しません（受験できません）。 

 

(6) 確認ページで入力情報を確認し、記入漏れや記入間違いがなければ「申し込む」ボ 

タンをクリックしてください。 

 

(7) 「申し込む」ボタンの下に申込を受け付けた旨のメッセージが表示されたら受付

手続は完了です。 

注意：受付手続きが完了したら、後ほど入力されたメールアドレスへ受付完了のメ

ールをお送りしますので確認してください。 

 

 

 

注意： まだ申込は完了していません受験料を納付しないと、受験できません。 

 

https://jaea.or.jp/exam_application/%EF%BC%88%E4%BB%AE%EF%BC%89%E3%81%AB%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82


D. 受験料の納付(調整中) 

(1) 下記の銀行口座へ受験手数料を振込んでください。  

Bank Name:   Xac Bank 

Bank Branch Name:   Central Square branch 

Bank Branch Address:   Xac Bank head office, Prime Minister Amar’s Street,  

Sukhbaatar District, Ulaanbaatar, Mongolia 

 

Swift Code:    CAXBMNUB 

Account Number:  5005406939 (MNT) 

AccountName:    Mongolian National Association of Colleges of  

Technology 

 

注意： 振込人名は名前（アルファベット文字）で入力してください。 

電話番号は申込ページで入力したものとおなじ番号を入力してください。  

 

注意： 振込手数料は受験生の負担でお願いします。 

 

注意： 納付後の申込内容の変更やキャンセルはいかなる理由があった場合でも受け付

けません。また、次に定める場合を除き、受験料は返却致しません。 

(a) 日本航空技術協会の責めに帰すべき理由がある場合 

(b) 日本航空技術協会が認めた場合 

(c) 自然災害等により、試験が実施できないと試験監督者が判断した場合（代替の試

験が実施された場合を除く） 

 

４.受験票の交付 

申込ページの入力に問題がなく、受験手数料納付の確認ができた場合、2022 年 9 月 9

日（金曜日） 以降に、登録されたメールアドレス宛に電子メールにて受験票を送付し

ます。 

試験当日、受付の際に、この電子メールをスタッフに見せてください。（スマートフ

ォンの画面を見せてください。 紙に印刷する必要はありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 



5.試験当日の注意事項 

Ａ．受付開始時刻 

2022 年 9 月 24 日（土曜日） 9:00 （モンゴル・ウランバートル時間）  

注意： 受付は、試験開始 30 分前（10:00）までに済ませてください。 

 

Ｂ．受付場所 

モンゴル工業技術大学構内モンゴルコーセン技術カレッジ 1 階玄関 

 

 
 

Ｃ．携行品 

(1) 受験票  

登 録 さ れ た メ ー ル ア ド レ ス 宛 に 電 子 メ ー ル に て 送 付 し た 受 験 票 

（紙に印刷する必要はありません。スマートフォンの画面を見せてください。） 

 

(2) 身分証明書 「CITIZEN IDENTITY CARD OF MONGOLIA」 

注意： 「CITIZEN IDENTITY CARD OF MONGOLIA」がない場合は、パスポー

トでも問題ありません。 

どちらも持参しない場合は、本人確認ができませんので、受験できません。 

 

Ｄ．試験開始時刻 (モンゴル・ウランバートル時間） 

(1) 筆記試験 10:30 

(2) 実技試験 13:00 実技試験は少人数のグループに分けて、グループごとに順

番に実施していきます。 

グループ分けと、各グループの実技試験開始時刻は当日お知らせします。 

注意：  最後のグループになった方は、お待ちいただくことになりますが、ご了承

下さい。 

 

 



Ｅ．その他注意事項 

(1) 受付まで 

● 試験場に自動車、バイクの駐車場の準備はありません。 

● 天候等の影響もあります。試験当日は時間に余裕を持って試験場に到着するよう

にしてください。 

(2) 受付から筆記試験開始まで 

● 受付は、試験開始 30 分前（10:00）までに済ませてください。 

公共交通機関の遅延等、正当な理由がある場合に限り、試験開始時刻を過ぎてい

ても受験を認めますが、筆記試験開始後 30 分を過ぎた場合は、いかなる理由があ

っても受験できません。 

● 受付時に、本人確認のため、一時的にめがね、マスク等を外すよう指示すること

があります。 

● 受験者は、受験番号と同じ番号の席に座ってください。 

● 机の上には、受験票と筆記具以外のものは、置くことができません。 

それ以外の物は、試験が終了し、試験場から退室するまでかばん等に入れてくだ

さい。携帯電話については、電源を切った上で、かばんに入れてください。 

時計は、試験場に設置されていますので、腕時計を含めて、アラームなどの音が

しないようにした上で、 かばんに入れてください。 

かばんのふたは閉じて、足元においてください（かばんが汚れるのを防ぐため、

希望者には袋を渡します）。 

● 筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム）は試験場に用意されています。

用意されている筆記 用具以外の物を使用しないでください。書き直す時は、きれ

いに消してください。筆記用具は持ち帰らないでください（試験後に回収しま

す）。 

● 係員から合図があるまで、配布した試験問題と解答用紙に触れてはいけません。 

● 試験中のトイレ退室は、その時点で試験終了としますので、試験開始までにトイ

レを済ませておいてください。 

 

(3) 筆記試験中の注意事項 

● 筆記試験開始後 30 分間は退室できません。 

● 筆記試験開始後 30 分を過ぎてからの受験は一切できません。 

● 試験中に退室する場合は、係員に知らせて、係員の了解を得た後、退室してくだ

さい。 

● 試験中に気分が悪くなった場合は、係員に知らせてください。やむを得ず、席を

離れる場合には、必ず係員の了解を得、係員の指示に従ってください。 

● 不正行為があった場合は、4.F.項に従います。 

● 試験中にも、本人確認のため、一時的にめがね、マスク等を外すよう指示するこ

とがあります。 

● 制限時間になり、試験が終了しても、係員が試験問題、解答用紙を回収し、退室

してもよいとの合図があるまでは退室しないでください。 



● 試験問題は持ち帰れません。 

● 試験問題の内容に関する質問には答えられません。 

  

(4) 休憩時間帯（筆記試験と実技試験の間）の注意事項 

● 筆記試験が終わったら、受験場を受験生の控室として利用してください。 

● 教室内で飲食してもかまいません。 

● 教室内を汚さないように注意し、ごみは各自持ち帰ってください。 

● 昼食の用意はありませんので、各自準備するか、学校周辺の食堂で済ませてくだ

さい。 

● 外出する場合、自分のグループの試験開始時刻に関わらず、全員、必ず、実技試

験の開始時刻 10 分前（12:50）までに教室に戻ってきてください。時間に遅れる

と実技試験を受験できません。 

● 部屋は施錠しませんので（係員は必ずいます）、外出する場合、必ず貴重品は持

ち出してください。 

 

(5) 実技試験中の注意事項 

●実技試験は少人数のグループに分けて、グループごとに順番に実施していきます。 

実技試験の開始時刻（13:00）までにグループ分けと、各グループの実技試験開始時刻

を発表します。 

● 実技試験は筆記試験とは別の試験室（教室）で実施します。自分の試験開始時刻

が来るまで、 控室（筆記試験室）で待っていてください。 

● 実技試験終了後は控室には戻ってきませんので、試験に行く時は、荷物をすべて

実技試験室（教室）に持って行ってください。 

● 実技試験の開始時刻に控室にいない場合は、実技試験を受験できません。実技試

験開始時刻までにトイレ等を済ませておいてください。 

● 実技試験中は、他の受験生と会話をしてはいけません。 

● 実技試験中に、危険な行為に及んだ時、⼜は危険な行為に及ぶと係員が判断した

時は、試験を中止することがあります。 

● 実技試験が終わったら、今後の予定などお伝えします。その後は帰ってかまいま

せん。 

 

(6) その他全般の注意事項 

● 試験場では、係員の指示に従ってください（係員は STAFF 腕章をしています）。 

● 喫煙は定められた場所以外ではしないでください。 

● 試験室での写真、動画の撮影は禁止します。 

● 試験場で立入が禁止されている場所には絶対に入らないでください。 

● 試験場には、受験者以外は立入できません（保護者や付き添いは校外でお待ちく

ださい）。 

● 試験中、受験者への伝言や電話での呼び出しはできません。 

● 私物の盗難等について、日本航空技術協会や試験場の学校は一切責任をもちませ



んので、各自管理をお願いします。 

  

6.不正行為 

Ａ．次のような行為は不正行為とみなします。 

- 受験申込時に虚偽の記入をする 

- 受験票を改ざんする 

- 予め用意した模範解答（カンニングペーパー）などを見る 

- 本人以外が受験する（替え玉受験） 

- 通信機器を使用する 

- 試験中に私語及び他の受験生と物の貸し借りをする 

- 試験中に他の受験者と会話する 

- 机の上及び机の中に、許可の無いものを置く 

- 問題用紙を持ち帰る 

- 携帯電話、時計などの機械音を鳴らす（他者の邪魔をする） 

- 他者の答案を見る、⼜は自己の答案を他者に見せる 

- 試験時間外の解答（試験開始前、⼜は試験終了後に解答する） 

- 試験中に許可を得ずに入退室する 

- 係員の指示に従わない 

- 繰り返し注意や訓告を受ける 

 

Ｂ．試験前に不正行為が発覚した場合 

試験前に不正行為が発覚した場合は、試験を受験できません。 

 

Ｃ．試験中に不正行為が発覚した場合または不正行為が疑われる場合 

(1) 試験中に不正行為が発覚した場合は、直ちに試験を中止し、退室させます。この

場合、受験は無効とします。 

(2) 試験中に不正行為が疑われる場合は、書面により注意することがあります。 

 

Ｄ．試験後に不正行為が発覚した場合 

試験後に以下が判明した場合は、合格を取り消します。 

(1) 試験問題等の秘密事項について試験関係者に情報提供を求め、かつ、その試験を

受験したとき 

(2) 試験申込フォームの記載内容に偽りがあったとき 

(3) その他受験に関して不正行為があったとき 

 

Ｅ．不正行為が発覚した場合の措置 

不正行為を行った場合、5 年間受験できません。 

注意： 筆記試験または実技試験のいずれかで不正行為を行った場合であっても、

筆記試験、実技試験、どちらも 5 年間受験できません。 



7.試験結果発表 

注意： 令和２年１月３０日付出入国在留管理庁発出に係る「『特定技能』に係る

試験の方針について」によれば、試験に合格することができたとしても、そのこと

をもって「特定技能」の在留資格が付与されることを保証したものではなく、試験

合格者に係る在留資格認定証明書交付申請⼜は在留資格変更申請がなされたとして

も、必ずしも在留資格認定証明書の交付や在留資格変更の許可を受けられるもので

はなく、また、在留資格認定証明書の交付を受けたとしても、査証申請については、

別途外務省による審査が行われ、必ずしも査証の発給を受けられるものではありま

せん。 

 

Ａ．試験結果発表日 

2022 年 10 月 7 日（金曜日） （日本時間） 

 

Ｂ．試験結果の発表方法 

試験結果発表日以降、受験申込時に登録されたメールアドレス宛に電子メールにて

送付します。 

 

注意： 採点結果、試験問題の内容、正解と配点等に関する問い合わせには一切応

じられません。 

 

8.再受験 

試験に不合格となった場合、次回以降の試験を続けて受験することができます。  

(不正行為による不合格の場合は除く) 

 

9.合格証明書 

Ａ．合格証明書 

合格者と受入れ機関で雇用契約が結ばれることが決定した後、地方出入国在留管理局に対

して在留資格認定証明書交付申請（海外から採用するケース）⼜は在留資格変更許可申請

（国内在留者を採用するケース）を行うことが可能となります。その際に本技能評価試験

の合格証明書が必要となります。合格者の合格証明書は、受入れ機関が当協会のホームペ

ー ジ か ら 合 格 証 明 書 の 発 行 申 請 を 行 い （ 合 格 証 明 書 の 発 行 申 請 手 続

︓https://www.jaea.or.jp/Certificate）、かつ、受入れ機関が合格証明書発行手数料を納付

したことを当協会が確認した後に、当協会から受入れ機関宛に送付します（合格者個人宛

には発送しません）。 

注意： 受入れ機関は、在留資格認定証明書交付申請⼜は在留資格変更許可申請終

了後、合格証明書を合格者本人に渡してください。 

 



Ｂ．合格証明書発行手数料 

合格証明書発行手数料 (1 名分 150,000 円) 

Ｃ．合格証明書の有効期間 

合格判定日から 10 年間とします。合格判定日（合格発表日）は合格証明書に記載されてい

ます。 

Ｄ．合格証明書の再発行 

合格者が受入れ機関を辞め、別の受入れ機関で就労する場合、その別の受入れ機関の申請

によって再発行します。合格者本人⼜は別の受入れ機関は、当協会に連絡してください。 

再発行の申請の手続きや手数料は、最初に申請した時と同じです。 

再発行される合格証明書には再発行であることが記載されます。 

  

10.個人情報の取り扱いについて 

Ａ．取得・利用目的 

本技能評価試験の申込で取得した氏名、生年月日、身分証明書に記載の情報等、受験

者の個人情報は、以下の目的にのみ利用するものとし、次項に定める場合を除き、第

三者には提供いたしません。 

● 受験資格の確認のため 

● 受験票や試験結果通知の発送等、試験に係る情報をご案内するため 

● 受験当日、受験者の本人確認を行うため 

● 応募状況や試験結果等の試験運営業務継続に必要な分析のため 

● その他、試験運営業務を行っていくのに必要な業務のため 

なお、当協会が合理的と判断した場合、取得・利用目的を変更することがありま

す。 

 

Ｂ．第三者への個人情報提供 

取得した個人情報は、以下の場合を除き、第三者に開示⼜は提供いたしません。 

● 受験者本人の同意を得た場合 

● 本邦ならびに受験者の国籍国の法令等に基づく場合 

● 人の生命、身体⼜は財産の保護のために必要であって、受験者本人の同意を取得す

ることが困難な場合 

● 本邦ならびに受験者の国籍国または居住国の国家機関、地方公共団体、⼜はその委

託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対し、当協会が協力する必要が

ある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼす恐

れがあるとき 

● 法人合併、法人分割、事業譲渡その他の事由によって事業の承継が行われる場合 

● その他受験者本人へサービスを提供するため、あるいは受験者本人の利益のために

必要であると協会が合理的に判断した場合 

 

 



Ｃ．個人情報を取り扱う業務の外部委託 

情報処理やメンテナンス等、業務上の必要性により、受験者の個人情報を取り扱う業

務を外部に委託する場合は、個人情報保護体制について一定の水準に達していると当

協会が認める委託先にのみ委託します。委託先事業者に対しては当協会と同様に個人

情報の適正な管理を実施するよう、書面等での締結を行い、継続的・定期的に管理し

ます。この場合は、委託先を第三者に含まないものとします。 

 

D．一括申込時の個人情報 

企業や学校が複数名の一括申込を行う場合、その企業や学校（以下、「一括申込者」

と言います。）が受験者の個人情報を当協会に提出するにあたって、受験者の個人情

報を当協会に提供すること、また、協会に提供された受験者の個人情報は上記 10.A.～

C.項にしたがって協会が取り扱うことについて必ず受験者本人から同意を得るととも

に同意を得たことを当協会に対して誓約するものとします。 

 

以上 


